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少子高齢化の進行 
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（注） 
1.Anthony B. Atkinson,  Thomas Piketty, Thomas and Emmanuel Saez. 2011. “Top Incomes in the Long Run of History”, Journal of Economic Literature 2011, 49:1, 
3-71.  データはhttp://g-mond.parisschoolofeconomics.eu/topincomes/より入手。 
2.英国の1980年は1981年の値。 
3.日本は2005年、フランスは2006年、豪州、英国は2007年、米国は2008年、スウェーデンは2009年。 
4.所得は、資本所得、事業所得、給与を含み、キャピタルゲインを除く。 

 

格差問題への対応について 

○英米加では、近年、富裕層（所得ランキング最上位0.1%）所得の全所得に占める 
  シェア が急激に上昇。 
○一方、日本、仏、スウェーデンでは富裕層への所得集中が進むといった傾向は 
 みられない。 
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持続不能な 

財政赤字 
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歳出・歳入の推移（兆円） 
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国の一般会計における主要経費の推移 

（注）計数は各年度の当初予算ベース。 
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社会保障の給付と負担の現状（2014年度予算ベース） 
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社会保障給付の見直し 
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データに基づく外来医療費の地域差の分析と解消 

（出典）厚生労働省保険局調査課「平成24年度医療費の地域差分析」 （出典）平成23年患者調査 
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人口減少／ 

少子高齢化の下での
経済成長 
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人口と経済成長1870-1994：日本 

日本の人口とGDP（1870-1994, 1913=100)
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人口減少率ランキング 
（2005-2010 年平均変化率） 

出所： The Economist, Pocket World in Figures 2012 Edition 

1 モルドヴァ -1.06

2 ブルガリア -0.64

ウクライナ -0.64

4 グルジア -0.57

5 リトアニア -0.55

6 ベラルーシ -0.47

ラトヴィア -0.47

8 ルーマニア -0.26

9 ハンガリー -0.21

10 クロアチア -0.18

プエルトリコ -0.18

12 ロシア -0.12

13 ボスニア -0.11

14 エストニア -0.07

15 ドイツ -0.06

バージン諸島（ＵＳ） -0.06

17 セルビア 0.00

ジンバブエ 0.00

19 キューバ 0.01

20 日本 0.02

42 フィンランド 0.45

43 エルサルバドル 0.47

44 デンマーク 0.48

韓国 0.48

46 北朝鮮 0.50

…
…
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シュンペーターの 

キーワード 

 

“イノベーション” 
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産業構造の変化 
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新しい需要と経済成長のパターン 

(source) “Demand Saturation-Creation and Economic Growth”, JEBO, Vol.48 



紙おむつの生産推移 

18 ２０１３年１１月１２日付 朝日新聞 
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部門別貯蓄投資差額の推移 

出所：内閣府、有識者会議（2012年５月） 
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